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プラトンは、「知性
は、<まさに生きも
のであるところのも
の>のなかにイデア
が含まれているの
を見る」と述べ、

するとプラトンは、
「知性以前に、すで
に諸々の形相があっ
て、知性はすでに存
在しているそれらの
形相を直知するの
である」と言ってい
るのではないだろう
か

真の直知であれば、そこ
には「直知する自分」と
「直知される自分」がある
ことになる。すなわち、
「直知する知性」より先に
「直知される知性」がある
ことになり、直知される知
性は静止していることに
なる

さらにことばをつづけ
て、「（万有の）制作者
は、この万有も、知性が
<まさに生きものである
ところのもの>のなかに
見るものを持つべきで
あると考えた」と述べて
いる（『ティマイオス』
39e7）

そこで、ま
ず、あのも
のが

−—私は、
真なる生き
もののこと
を言ってい
るのである
が−—

知性ではな
くて、知性と
は異なった
ものである
のかどうか
を調べてみ
なければな
らない

というのも、
真なる生き
ものを観る
のが知性で
あるからで
ある

とすると、われわれ
は、「その真なる生
きものそれ自体は
知性ではなくて、知
性によって直知され
るものにほかならな
いのである」と言わ
なければならないこ
とになるであろうし、

また「知性は自分の
観るものを、自分の
内に持っているので
ある」とも言わなけ
ればならなくなるで
あろう

したがって、もし真
実在がかしこにある
のであれば、知性
の持つものは真実
在の影であって、真
実在ではないことに
なるであろう

というのも、プラトン
のことbによれば、
「それぞれのものが
それ自体で存在し
ている<あのト・オン
（有）の世界>に、真
理もある」からであ
る

いや、<直知するものとして
の知性>と<直知されるもの
としての真なる生きもの>
が異なっているとしても、両
者はただ異なっているとし
ても、両者はただ異なって
いるというだけで、たがいに
離れているわけではないの
である

それに、一方は<直知する
もの>で、他方は<直知され
るもの>であるという、ただ
それだけのちがいであれ
ば、思惟のうえでは区別さ
れても、実際には両者は一
つであると言っても何ら支
障はないのである

なぜなら、プラトンは、「知
性の観るものは、知性とは
まったく異なったもののな
かにあるのではない。知性
は自分自身のなかに直知
の対象を持っているのであ
る（『パイドロス』247c）」と
述べているからである

すなわち、直知され
るものがまた知性
であるとしても、何
ら支障はないので
あるが、そのばあい
の知性が不動かつ
統一がとれていて、
静止の状態にある
のに対して、

自己自身に内在す
るあの知性を観る
知性というものは、
あの知性に起因す
る或る種の活動、つ
まりあの知性を観る
活動なのである

そしてその活動とし
ての知性は、あの
知性を観るのであ
るから、いわばあの
知性を対象とする
知性なのである

なぜなら、それはあ
の知性を直知する
知性であるからであ
る

だが、あの知性を
直知する知性は、そ
れ自体がまた直知
する知性であるとと
もに、あの知性を模
倣しているのである
から、別の意味では
直知される知性で
もあるのでなければ
ならないのである

それゆえ、かしこで
観た生きものの四
つの種族をこの感
性界に作ろうと考え
たものは、これ（す
なわち直知する知
性）なのである

しかしながらプラト
ンは、暗黙のうちに
この<考えるもの>
をあの二つのものと
は別ものといている
ように思われるので
ある

だが、他の者たちに
は、それら三つのも
のが、すなわち<真
なる生きもの>と<
知性>と<考えるも
の>が一つであるよ
うに思われるであろ
う

すなわち、他のばあ
いにもしばしば見ら
れることであるが、
前提が異なるから、
三つのあり方に対す
る考えも異なってく
るのである

しかし、はじめの二つについ
てはすでに述べられたので
あるけれども、三番目のm
のは、すなわち、<真なる生
きものに内在していて知性
に見られるもの>を自分の
手で産出したり作ったり、部
分に分けたりしようと考えた
ものは、何なのであろうか

或る意味では、
知性がその分
割者たりうる
が、別の意味で
は知性は分割
者たりえないの
である

つまり、<部分に分
けられたものども>
は知性に由来する
のであるから、その
限りでは、知性自身
が分割者であること
になるが、<部分に
分けられたものども
>は

−—それらは魂
なのであるが−
—

知性に由来するもので
はあるけれども、知性其
れ自体は<部分にわけ
られたものども>として
とどまっているのだか
ら、その限りでは、多く
の魂に分割したのは魂
であることになるのであ
る

だからこそプラトンも、「分割は第
三のもののすることであり、第三の
ものの権内に属することである。な
ぜなら、その第三のものが考えた
からである。つまりそれ、すなわち
思考は、知性の働きではなく<分割
されたもの>のなかにあって分割さ
れた活動を営む魂の働きなのであ
る」と述べているのである
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つまり、全体として一つの学問知識
は、個別的な命題に分割されても、
分散したり細切れになったりするこ
とはなく、それぞれの命題が潜勢
的に（自己自身のうちに）全体（とし
ての学問知識）を持っていて、同じ
ものがそれの原理となり目的となっ
ているのであるが、

これと同じように、人は
自分自身を整えて、自
分自身のなかにある原
理がまた目的でもある
ようにし、自分自身のす
べてが全体として自然
本来の最善のあり方に
立ちもどるようにしなけ
ればならない

自然本来の最
善のあり方に立
ちもどった人
は、あの知性界
にあることにな
るのである

すなわち、彼が最
善のあり方を自分
のものとする時に
は、自己自身の持
つその最善なるも
のによって、あの知
性界の最善なるも
のに触れることにな
るであろう
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全霊は、どこにも生
じたことはないし、
またやってきたこと
もない。

全霊の占めるべ
き場は、どこにも
なかったからで
ある

いや、むしろ、物
体が全霊のそ
ばにきて、それ
を分取したので
ある

だからプラトンも『テ
ィマイオス』の或る
個所で、「魂が物体
のなかにはと言わ
ずに、「物体が魂の
なかへ（置かれた）」
と言っているのであ
る

これに対して、
他の諸霊は自
分たちがそこか
らやってきたとこ
ろを持ち

−—なぜなら、
それらの魂は
（全）霊からやっ
てきたのである
から−—

そこへと向かう
ところを、すな
わち降りて行っ
てさまようべき
ところを持って
いるのである

したがって、ま
た、昇って行く
べきところも持
っているのであ
る

しかし、全霊の
ほうは常に上方
の世界にあり、
そこにあるのが
その魂の本位
なのである

そして、その次
にあるのが宇宙
（万有）であっ
て、それはいわ
ば太陽の近くに
ある世界であ
り、太陽の下に
ある世界である

さて、部分霊は
自分の前にある
ものに向かうこ
とによって照ら
され

−—なぜな
ら「有るも
の」と出会う
からである
−—

自分の後にあるも
のをめざすことによ
って「有らぬもの」へ
向かうのである。だ
が、部分霊は自己
自身に向かう時に、
このようなことを行
うのである

なぜなら、部分霊は
自己自身に向かお
うとして、いわば空
虚に足を踏み入
れ、より無規則的な
ものとなって、自分
の後ろにある自分
の影としての「有ら
ぬもの」を作るから
である

そしてこれ
の影は無規
定的なもの
であって、ま
ったくの暗
闇なのであ
る

なぜなら、それはあ
らゆる点でロゴスを
欠き知性を欠いて
いるのであって、
「有るもの」からはる
か遠くに離れている
からである

これに対して、中間にあ
る魂は、そこに位置を
占めている限り、自分
の固有な場所にいるの
であるが、いわば第二
の直視でもって、ふた
たびその影を眺め、そ
れに形を与え、喜んで
それに向かうのである

4
それでは、どのよう
にして一から多が
生ずるのであろうか

一はいたる
ところにある
からである。
つまり、一の
ないところ
はないので
ある

それゆえ、
一はすべて
を満たして
いるのであ
る

したがって、
一は多であ
ることになる

いや、むし
ろ、一はす
でにすべて
なのである

すなわち、もし
一それ自体が
単独でいたると
ころにあったの
であれば。一は
それ自体で万
有であったであ
ろう

だが、一それ自
体はまたどこに
もその居場所を
持っていないの
であるから、万
有は一それ自
体のゆえに生ず
るのである

なぜなら、一そ
れ自体は、どこ
にもないからで
ある

では、なぜ一そ
れ自体は、いた
るところにある
のみならず、そ
のうえさらにま
た、どこにもない
のであるのだろ
うか

一はすべてに先
立ってあるので
なければならな
いからである

それゆえ、一そ
れ自体は万有
を満たし、万有
を作るのでなけ
ればならないの
であって、自分
の作る万有であ
ってはならない
のである
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魂それ自体は、
視覚のようなも
のでなければな
らない

そして魂の見る対
象は、知性でなけ
ればならず、魂は知
性を見るまでは無
規定なるものである
が、もともと知性を
直知するように生ま
れついているのでな
ければならない

それゆえ、魂は
知性との関係で
は素材である
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われわれは、自
己自身を直知し
ていることによっ
て、明らかに直
知しているもの
を観ているので
ある

もしそうでなけ
れば、われわれ
は「直知してい
る」ということば
を偽って用いて
いることになる
であろう

それゆえ、もし
われわれが直
知し、しかも、自
己自身を直知
するのであれ
ば、その時のわ
れわれは、直知
しているものを
直知することに
なるのである

してみると、こ
の直知作用より
先に、別の、い
わば静かなる直
知作用があるこ
とになる

それに「有」の直
知作用や「生
命」の直知作用
もあるのである

したがって、こ
の生命や有の
先に、別の有と
生命があること
になるであろう

してみると、そ
れらを観たの
は、活動（してい
る知性）である
ところのもので
あることになる

しかし、このよう
にして自己自身
を直知している
活動が知性で
あれば、真のわ
れわれrは、知
性によってのみ
とらえられるも
のであることに
なる

そして、知性の
直知作用が（対
象の）似像をも
たらすことにな
るのである
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第一位のもの
は、動と静を産
出することの可
能な力である

したがって、そ
れは動と静のか
なたに超越して
いるのである

これに対して第
二位のものは第
一位のものをめ
ぐって静止し、
かつ動いている
のである

そして知性
は、第二位
のものの領
域にあるの
である

なぜなら、知性
とその直知対象
は別であり、知
性はその別のも
のに対して直知
作用を行うので
あるが、一者は
直知作用を行
わないからであ
る

つまり、直知作
用を行うもの
は、たとえ自己
自身を直知する
のであっても、
二重性のあるも
のなのであり、

自己自身の存
在そのものに善
さがあるのでは
なくて、直知作
用を行うことに
おいて善さを得
るのであるか
ら、欠けたところ
のあるものなの
である
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すべて可能性としての
力から現実の活動へと
移行するものにとって
は、それの現実態は、<
それがある限りは、常に
同じものとしてあるとこ
ろのもの>なのである

したがって、たとえ
ば火のような諸物
体にも、それの完成
はあるのであるが、
しかし、諸物体は素
材を伴っているので
あるから、「常にある
こと」は不可能なの
である

これに対して、合成
されていないもので
現実態においてあ
るものは、常にある
のである

だが、同じもの
が現実態におい
てありながら、
別の面で可能
態にあることは
可能なのである
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しかし、第一位のも
のは、真実在のか
なたに超越している
ものであって、直知
作用を営むことはな
い

これに対し
て、知性は
真実在であ
り、動や静も
知性界にあ
るのである

つまり、第一位
のものそれ自体
はいかなるもの
にもかかわりを
もたず、それ以
外のものがその
まわりで憩いな
がら静止した
り、動いたりして
いるのである

なぜなら、動と
いうものは欲求
なのであるが、
第一位のもの
は、いかなるも
のに対しても、
欲求を持つこと
はないからであ
る

というのも、最
高の地位にある
ものが何を欲求
するのであろう
か

では、第一位の
ものは、自己自
身さえも直知す
ることはないの
であろうか

自己自身を持っ
ている限り、当
然、「（自己を）
直知する」と言
われるのではな
かろうか

（知性が）「直知
する」と言われ
るのは、自己自
身を持っている
からではなく
て、第一位のも
のを観るからな
のである

そして、この直
知作用は、それ
自体がまた第
一義的な活動
でもあるのであ
る

それで、もしそ
れが第一義的
な活動であると
すると、それ以
前には、いかな
る活動もありえ
ないことになる

だから、その第
一義的な活動
を提供するもの
は、その活動の
かなたに超越し
ているものであ
ることになる

したがって、直
知作用は、あの
第一位のものに
つづく第二位の
ものであること
になる

なぜなら、直知
作用も第一義
的な意味で尊
いものであるわ
けではないから
である

事実、直知作用
であればどれも
みな尊いわけで
はなくて、善な
るものに対する
それが尊いので
ある

してみると、善
なるものは、直
知作用のかな
たに超越してい
ることになるで
あろう

しかし、（そうだ
とすると）善なる
ものには、自己
自身に対する意
識がないことに
なってしまうだ
ろう

では、（善なるも
のにとって）自
己意識とは、何
なのであろうか

善なるものがす
でに<善きもの
>としてあるか
ら、当然、それ
の自己意識もな
ければならない
のであろうか、
どうなのであろ
うか

もし善きものと
してすでにある
から（自己意識
もあるの）であ
れば、善なるも
のは、すでにそ
の意識よりも先
にあることにな
るであろう

他方、意識がそ
れを善きものと
するのであれ
ば、善なるもの
は、その意識よ
りも先にはない
ことになるであ
ろう

したがって、そ
の意識それ自
体もないことに
なるであろう

それは善なるも
のの意識だから
である

では、どうであ
ろうか。第一位
のものは、生き
てさえもいない
のであろうか

第一位のものには、
「生きる」ということ
ばを使ってはならな
い。もしそのことば
を使うとすれば、そ
れは、「他のものに
生を与える」という
意味においてのみ
である

自己意識を持
つものや自己自
身を直知するも
のは、第二位の
ものである

なぜなら、それ
は、この意識の
活動によって自
己自身を理解
するために、自
己意識を持つの
であるから

だから、もしそれが（意識を
持つことによって）自己自身
を理解するのであれば、そ
れは自己自身を知っていな
かったのでなければなら
ず、その本性において欠け
たところのあるものでなけら
ばならないのであって、

それで、直知作
用によって完全
なものとされな
ければならない
ことになるので
ある

してみると、第
一位のものから
は、理解する働
きを除去しなげ
ればならないこ
とになる。

なぜなら、それ
を付け加えるこ
とは、（それを）
取り去ることで
あり、（それにお
いて）欠けてい
るものとするこ
とになるからで
ある

予めすべてを
しっていいるこ
とになるので、
知性が生ずる
ことも知る必要
がないことにな
る


